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目指していること

本研究開発では、一般車両のドラレコやICTを活用した住民通報システムのデータを活用することで、

インフラ管理者がデータ収集のための巡回をすることなく、路面をはじめとしたインフラの管理を可能とすることを目指す 

道路巡回

住民通報一般車両ドラレコ

管理者向けWebダッシュボード
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SIP「インフラ予防保全のための大規模センサ統合情報に
基づく路面・橋梁スクリーニング技術の研究開発と社会実装」
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全国数十万台のドラレコで街のデータ収集
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住民通報を収集するシステム My City Report
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重要度の高い住民通報の例
ポットホール

テーマ１−４

テーマ１−３
建築限界を超えた樹木

テーマ１−１
路面損傷

SIPでの研究テーマ

研究開発テーマ１―１ 路面損傷（ポットホール・亀甲状ひび割れ）の高精度検知

研究開発テーマ１―２ 白線摩耗の高精度検知

研究開発テーマ１―３ 建築限界を超えた樹木の高精度検知

研究開発テーマ１―４ 重要度の高い住民通報の自動抽出

テーマ１−２
白線摩耗



スマートインフラマネジメント
システムの構築

6

KPI 全体

研究開発テーマ1-1、1-2、1-3
（ドラレコ映像から、路面損傷、白線摩耗、建築限界を超えた樹木の検知）
Precision/Recall それぞれ0.7/0.7

研究開発テーマ1-4
（重要度の高い住民通報の自動抽出）
Precision/Recall それぞれ0.7/0.7
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KPI 2023年度

・全国の道路について、一般車両のドラレコの走行軌跡の道路管理者ごとカバー率集計が完了
している。

・路面損傷の高精度検知について、Precision/Recall 0.5を達成している。

・白線摩耗の高精度検知について、Precision/Recall 0.5を達成している。

・過去の住民通報の中から、特に重要と考えられるインフラに関する不具合データを定義するため
の初期的な検討を完了する。
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